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長崎市議会議員

ながお春文
市政

NEWS調査

ご あ い さ つ

春の足音がすぐそこに。

日頃より大変お世話になっております。

暖冬から大寒波へと目まぐるしかった今年

の冬もようやく終わりを告げ、待望の春が近

づいてきました。巣立ちと新しい出会いの季

節、皆さんはいかがお過ごしでしょうか。

今年の夏に行われる参議院議員選挙では、

選挙権年齢の引き下げにより「１８歳以上２

０歳未満」の約２４０万人が新有権者となり

ます。この世代の皆さんが社会の中核となる

３２年後の２０４８年には日本の推計人口が

１億人を割る見通しとなっていますが、これ

からの人口減少社会とどう向き合うのか、若

い人たちにも関心をもって政治に参画してほ

しいと思います。

これからもネットワーク政党としての強み

を活かし、若い世代をはじめ、市井の声に耳

を傾けながら発信を続けてまいりますので、

今後とも、皆様のご指導、ご鞭撻のほどよろ

しくお願いいたします。
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長崎道 全線４車線化へ ー国交大臣が明言ー

対面通行による事故・渋滞の不安解消へ!!

活動ダイアリー

戸町民間フットサル場の現地調査（2/23）

28年度予算要望に対して市長回答（2/2）
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手すりの補修

（草住町）

地域の方から手す

りが壊れたままに

なっていて補修し

てほしいとの相談

がありました。。

春

第2回動物愛護行政に関する意見交換会に

参加しました。（2/17）

【ながお春文プロフィール】

昭和４１年８月２７日 長崎市生まれ。（４９歳）

長崎市立勝山小学校、長崎中学校、県立長崎南高校

卒業、創価大学法学部卒

学習塾経営などを経て

現在、長崎市議２期。

公明党長崎県本部長崎南支部長、党県政策局次長

長年の要望がついに実現！
国土交通省は、長崎自動車道で唯一、暫定２車線区間となっている長崎芒塚ＩＣ－長

崎ＩＣの３キロについて、４車線化事業に着手する方針を固めました。

この区間は当初、自公政権下で４車線化が決まっていましたが、２０１０年に民主党

政権によって事業凍結となり、その後、長崎多良見ＩＣ－長崎芒塚ＩＣの４車線化工事

着工後も凍結が続いていました。
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公明党の秋野公造参議院議員は本年１月２０日に行われ

た参議院本会議の質疑においてこの問題を取り上げ、高速

道の安全性の観点から暫定２車線区間の解消を訴えました。

これに対して、石井啓一国交大臣は「４車線化を進める」

と明言。市・県の長年の要望が実現の方向へ大きく動き出

しました。

平和案内人全体会に参加（2/13）

市民大行進に党員さんと参加しま

した。
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市政に関する相談はお気軽に

長崎市議会公明党 ☎ 095（829）1404

（長崎市桜町2-35） FAX 095（824）6656

２月市議会定例会から

野良猫が集まっている場所は、高齢者の家などに多く見受けられます。

飼っているのか、野良猫か見分けがつかない場合もあります。

そのような猫を不妊去勢する場合、誰かが猫を捕まえなければなりません。

それは高齢者の方々では難しい場合も多く、市民ボランティアの皆さんに

捕獲を手伝って頂いています。

また、今後、捨て猫の禁止や多頭飼育の禁止、不妊去勢を行った猫の糞の始

末をやりながら地域で寿命を全うさせ猫を減少させていく『地域猫』の市民

周知などを市民ボランティア中心で行っていく取り組みを現在検討していま

す。ぜひ、長崎市民の力を結集して動物と共生できる安全なまちを創ってい

注目ニューーースっ ● ● ●

「観光立国ショーケース」

◆訪日外国人を誘客◆

観光庁は、本年１月２９日、「日本再興戦略 改訂

2015」に基づき、訪日外国人旅行者を地方へ誘客する

モデルケースを形成する取組である「観光立国ショー

ケース」として、北海道釧路市、石川県金沢市、長崎

県長崎市の３都市を選定しました。

観光立国ショーケースは、「日本再興戦略」に基づ

き、多くの外国人旅行者に選ばれる、観光立国を体現

する観光地域を作り、訪日外国人旅行者を地方へ誘客

するモデルケースを形成しようとするものです。

長崎市の夜景

市民ボランティアって、どんな活動をしてるんです

◆観光客数７１０万人を目指して◆

今後、本市では、年間観光客数７１０万人、外国

人宿泊者数４０万人を目指して様々な取り組みが国

の支援のもとで行われます。平和都市としての知名

度を活用し、2つの世界遺産（候補）及び世界新三大

夜景などの素材を活用するとともに、地域の食、文

化、自然などの資源を 世界に通用するレベルまで磨

き上げることにより、満足度の高い滞在と消費拡大

を目指します。

◆日本版ＤＭＯとは？◆

観光地域づくり推進法人（Destination* Management/Marketing Organization）の略称。様々な地

域資源を組み合わせた観光地の一体的なブランドづくり、ウェブ・SNS等を活用した情報発信・プ

ロモーション、効果的なマーケティン グ、戦略策定等について、地域が主体となって行う観光地

域づくりの推進主体のこと。今後、長崎市では、長崎国際観光コンベンション協会を日本版ＤＭ

Ｏ候補法人とし、様々な事業の経費を補助しながら、観光地域づくりを行う 舵取り役として組織

の強化を図ります。 *Destination＝デスティネーション、旅行目的地の意。

11回目の市政一般質問に登壇！

「野良猫ふん尿問題」などについて対策を訴えまし
2月26日（金）、通算11回目の市政一般質問に登壇しました。

身近な生活の問題から財政まで様々な視点で質問しました。

１ 動物愛護行政について

２ 平和・観光行政について

（１） 修学旅行の平和学習ボランティアへの対応

（２） 本市の観光バス受け入れ態勢

３ 若者のスポーツ振興 （１） フットサル場の現状と整備の考え方

４ 福祉・教育行政について

（１） スクールソーシャルワーカーの専門性

（２） 生活保護とギャンブル問題

５ 自主財源の確保について ６ 歴史的風致維持向上計画について

まちねこ不妊化推進事業（動物愛護行政）について
Ｑ：平成25年度、長崎市の猫殺処分数は年間1921頭で日本ワースト1位（中核都市）だが、野良猫

の不妊去勢をすすめるまちねこ不妊化推進事業を始めた平成26年度はどのような結果となった

か？

Ａ：まちねこ不妊化推進事業を始めた平成26年度の猫殺処分数は年間1409頭と

500頭以上大きく減少し、地域でのふん尿被害も少なくなった。

まちねこ不妊化推進事業とは、平成26年～30年まで5か年計画で野良猫の不妊去勢手術の費用を補助し、

野良猫を増やさない、殺処分数を減少させ、地域のふん尿被害を減少させる環境美化の取り組みです。

平成26年159頭、平成27年245頭の野良猫の不妊去勢が実現しています。昨年度は自治会単位で申

し込みがあり、糞尿被害が少なくなったと地域にも活用が広がっています。

「日本版ＤＭＯ」の取り組みも始まる
平成２８年度

まちねこ不妊化推進費３６７万円

平成28年度計250頭の不妊去勢を計画。

今後、28，29，30年度まで実施する予定です。

問い合わせ先動物管理センター８４４－２９６１

まちねこ不妊化推進事業では市民ボランティア団

体の皆さんに支援していただいています。
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